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統含医科学研究体糊

イ ン スティテユ ートに お け る 研 究 目 標 の 員 体 的 な 研 究

体 制 は、 以 ド の と お り で 行 わ れ ま す。 プ ロ ジェ クト ヘ の 参

加 遵 大 学と の協 力 を 中 心 に国 際的 。 学 際 的 提 携 で、 研 究

を 効 率 良く推 進 します。 東 京 女 子 医 科 大 学 は
、

詳 細 な 臨

床 情 報 を伴う ４
，
ＯＯＯ の 疾 患 細 胞 株 を所 有して いま す。 参

切 追 大 学 のうち、 慶 磨 義 塾 大 学 は 網 羅 的 ゲノム 解 析 技 術

で世 界 的に 有 名 であり、 東 京 大 学 医 科 学 研 究 所 は 優 れ た

網 羅 的タ ン パク 解 妖 技 術 を 有 して いま す。 ま た、 テ キ サ

ス 大 学 は 動 物 による 疾 患 遺 伝 子 研 究 で 秀で てお り、 上 海

交 通 大 学 医 学 院 は 伝 統 医 学 をリ ー ドして い ま す。 研 究 成

果 を 臨 床 に フィ ー ド バ ッ クさ せ る こと１に よ り、 臨 床 と 研 究

が 包 括 舳こ結 びつ けら れ、 新しい 治 療 ・ 予 防 ・ 根 治 に 関

する 研 究 シス テム を 構 築 します。 学 術 部 門 で は、 ５ つ の

プロ ジェクトを 行 い ま す。 人 材 育 成 部 門 で は、
大 学 院 先

端 依 命 医 科 学 研 究 所に お ける 新 分 野どして、 大学 院 統 合

医 科 学 分 野 を 新 設 しま す。 ま た、 医 療 従 事 者 を 対 象 に、

通 常 の 勤 務 ど平 行 して 行 えるカリキュラム であ るチ ー ム 制

統 合 医 科 学 奇 成ニト スを 新 設 し、 統 合 医 科 学 を 実 施、 推

進 する 申心と１なる 人材 の 育 成 を 行 いま す。

この 研 究 機 構で 行う研 究 計画 は ５ つ の プロ ジェクトから

成 っ て い ま す。

（１） 疾 患 の 遺 伝 子 解 析 の研 究

（２） 画 像 診 断 法 の 精 度 の向 上 を 目 指 す 研 究

（３） 新しい 治 療 法の 闘発 と臓 器 機 能の 回 復 を

目 指す 再生 医療 に 関 する 研究

（４） 遺 伝 子 解 析 診 断 法 の 研 究

（５） 伝 統 的 医 療、 代 替 医 療 の 科 学 的 検 誠

５ つ の プロ ジェクトは、
そ れ ぞ れ 目 的と 研 究 方 法 が 糞

な っては いま す が
、 研 究言 値 全 体と１して、 病 気 の 超 早 期

発 箆 に よ る 予 防、 早 期 治 療、 根 治 率 の 向 上、 さら に 侵 さ

れた 臓 器 機 能 の回 復 によって、 人 の 健 康を 増 進 し、 活 動

力 のあ る 生 活 を 守 ると１いう昌 的 に 向 かって、 統 合 的 研 究

体 制 の ドで研 究を 行う基 本 方 針 を確 立 して いま す。

鎚
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鰯 １Ｒ目１ＭＳにおける研 彫 人材育成

韓 織 繋 ⇔づ割

本 拠 点 構 想 の 目 的 を 達 成 す る た め の 戦 賠 は、 学 術 部

門、 人 材 含 成 部 門 を Ｃ玉Ｍ に よって 統 合 することが 必 要

で す。 研 究 内 容として は、 統 合 医 科 学 研 究 概 要 を ご 覧く

だ さ い。

眠Ｅ玉ＩＭＳ が 中 心とな って実 践 する 統 含 医 科 学 は、 従 来

型 の 治 療で ある 発 症 後 の 治 療 のみ な らず、 発 症 前 の 病 気

の 予 防という 観点 から実 施 され る 医 療に パ ラダイム シフト

さ せる た め の 医 科 学 で あると１ころ に 大 き な 籍 徴 が ありま

す。 墓 礎 医 学 研 究と 臨 床 医 療とを 有 機 的に 連 携 した 包 括

的 な 考 え 方 に もとづ いて、 姻 人 の 持 つ 潜 在 的 な 病 因と１、

詳 細 で 全 体 的 な 健 康 状 態 を 把 握した 上 で実 施さ れる包 括

的 なカウ ンセリングと 診 療 によって、 体 質 改 善 に つ な がる

牛 活 環 境 全 体 の 改善 繕導 を、 ＩＲ脳 ＭＳ で育 てられ た 人 材

に より 行 い ま す。

発 症 前 の 病 気 を 予 防 するた め に、 健 康 状 態 にあ る人 々

に 対 しても 積 極 的に 医 療 惰 報 の 開 示を 携し 進 め、 幽 らの

健 康 管 理 を 行う ため の 環 境を． 全 面 的 にサ ポー トする 体

綱 を 特 徴 と して い ま す。 ここで 推 し 進 める 自 発 約 健 康 管

理 とは、 分 子 遺 伝 学、 分 子 細 胞 学、 免 疫 学 な ど の 最 新

の 分 子 獲 学 的 研 究 知 見に もどづ いた 予 防 法 ・ 治 療 法 の 闘

発、 発 症 前 診 断 や 早 期 診 断を 行う匁 括 的 遺 伝 子 医 療 に

よって 培 わ れ る 体 質 改 善 の た め の プロ グラ ムを 実 施 する

健 康 管 理 です。

自 発 的 健 康 管 理 を 促 進 す る た め に、 ＩＲＥＩ亙ＭＳ で は、 隊

療 情 報 ・ 知 識 を 積 極 的 に 開 示 し
、 同 時 に そ の 学 習 環 境

を 提 供 すること：によって、 高 度 の 人 魏 ドックや 包 括 的カ ウ

ン セリン グの 内 容 を 白ら の 知 識と して 理 解 を 深 め、 ＱＯし

を 維 持 するた め に、 体 質 改 善 を行うサイクル を もつことを

特 徴 と して い ま す。

眠蓬玉亙ＭＳ が 利 用 者 に 提 供 する最 新 医 療情 報 は、 健 康 状

態 や 生 活 環 境と１の 困 果 関係 を 最 新 の 知 見 にもと づ いて 学

習 す るた め の 情 轍 で あり、 利 用 者 が 自らの 健 康 状 態 の 推

移を 把 握 して、
カウ ンセリング の 意 妹 をより深く理 解 する

こと１は、 健 康 に 向 か わ せ る 動 機 と な りま す。 そ れ は、
灸

活 環 境 全 体 を 包 み 込 む よう な 脹 療 の 実 施 に 密 接 に つ な

がった 最 新 医 療 清 報 およ び提 供される 学 習 環 境 によって、

自 発 的 な 健 康 管 埋を 行うサイクルを 生 み 出 す 医 療 です。

戦 醐勺１ 効 率 約 に プＱジェクトを 進 め 得る 研 究環 境と１し

て、 膨 大 な 研 究。 医 療 情 報 の 蓄 積と 推 論 学 習 を 支 援 し、

眠ＥＩ亙ＭＳ 構 想 の 申 心 的 な 役 割 を果 たす 統 含 医科 学 情 報 基

盤 （ＣｙｂｅｒＩ 廠 ｇｒａｔｅｄ Ｍｅｄｉｃａ１亙ｎｆｒａｓ 舳 ｃ 脈 ｅ： Ｃ互Ｍ ）

を 構 築 しま す。

㌶

３，
ｌＲＥｌＭ Ｓに お１鳩 研 究・人 栃 鳶 成 ・ 概 要 （つ づき）
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鰯 １ＲＥｌｌＭＳにお ける 研 究・人 材 育 成

辞学 搬 欝 門

疾患の発症要因の解明

（エ ピジェネティックス）

先 端 医 療 を 支える 医 学 研 究 は 専 門 化 し知 識 量も 増 え、

そ の 技 術 も高 度 化 して い ます。 疾 病 も各 診 療 科 に わ たる

ことが 多く、 患 者 が そ の 先 端 医 学 の 恩 恵 を 受 けるた め に

は、 医 療 各 領 域 の 協 力 が 必 要 であ り、 医 療 は 再 編 成 の

時 期 に き て い ま す。

ま た ヒ ト ゲノ ム 解 読 以 来、 ポ ス ト ゲ ノ ム の 時 代 に 人 り、

医 学 研 究 もプロ テオ ーム、 メタボ ロー ム の 蒔 代 に入りまし

た。 発現 した 蛋 白質 を 網 羅 的 に 調 べ
、

蛋 白 質 分 子に 注 目

し
、

そ れ ら の 分 子 の 機 能 か ら 細 胞
、

組 織
、 器 官

、
牛 体 全

体 の 機 能 を 解 析す る 方法 で す。 従 来 の 生 体 の 機 能を 知 っ

て、 そ れ を ひと つ の 分 子 の 機 能 に 演 緯 する 方 法 とは 逆 に

なりま す。 複 雑 な 疾 病 の 病 態 を 解 析 す る の に はこ の よう

な 方 法 の 方 がよ い の かも知 れませ ん。 統 合 医 科 学 の 医 療

を 支 える 研 究 は、 基 本 的 に は 従 来 の 医学 研 究と 変 わりま

せ ん が、 多くの 指 標 の 示 す 情 報や それ らの 闘 の 梢 互 関 係

を 明ら か にする た めに、 情 報 を 効 率 的 に か つ 迅 速 に 処 理

をす ることが 可 能 な 情 報 技 術 を 必要 とします。

し かしこ のような 分 子 指 標 な どを 濡 い て 超 早 期 診 断 が

可 能 に なりつ つ あるの は、 従 来 の 地 道 な 基 礎 的 研 究 の 積

み 重 ね の 結 果 で す。 我 々は まだ 知 られて い な い 生 体 の 機

能 や 構 造 を 研 究 する 必 要 が あります。 これ を 明 らか にし

な い 限 り 新 し い も の は 出 て き ま せ ん。 こ の 点 で は、 従 来

の 生 理 的 ある い は 細 胞 生 物 学 的 研 究と 変 わりませ ん。 た

だ ヒト遺 伝 子 解 読 の 結 果 を 利 用 すること はで きます。 さら

に、 多くの蛋 白 質 分 子 を 綱 羅 的 に 迅 速 に 同 定 でき る技 術

を 用 い る こと が で き ま す。 こ れ ら の 有 利 な 条 件 の も と に、

疾 患 の 超 早 期 発 見 の ため に、 以 下 のような 研 究 を 展 闘 す

る こと が で き ま す。

疾 患 の 基 礎 的 研 究
、

そ れ ぞ れ の 生 体 の 生 理 的 機 構 や

関 連 疾 患 の 病態 生 理 的 機 構を 研 究 し
、

疾 患 の 新し いバ イ

オ マ ーカー を 探します。 次 に、対 象とする 疾 患 を選 びます。

患 者 か ら採 取 した 細 胞 株 か ら疾 患 関 連 遺 伝 子 を あきら か

にします。 そ の 結 果 を 患 者 の 臨 床 症 状と 対 比さ せ な が ら

バ イ オ マ ー カ ー と な る も の を 探 し ま す。こ の 研 究 の 遇 程 で、

疾 患 の 発 症 に 関 する ジェネ ティクな 部 分 どエ ピ ジェネ ティ

クな 部 分 を 探りま す。 これ らの 情 報 を デ ー タ ベ ー ス に の

せて 臨 床 研 究 部 門 で活 用 しま す。

鉢
＼
＼

３．ｌＲＥ 舳 Ｓにお ける 研 究・人 核 奮 成 ・ 学 梅 部 門
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翻 １Ｒ目１ＭＳにお ける 研 究。人 材 育 成

轟ブ 讐 ジ笈 クト 玉 艦 繋

概簸激 煙麺簸腰
統合医科学研究の背景（基礎）

疾 患 細 胞 株 （４
，
ＯＯＯ 株）

ダ
シ
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
結
果

’

の
開

」系

患者 の血 液

サンプル（リンパ 球）

（２）個人の遺伝手情報と臨床デー例こよリ

発癒前に、将来の疾愚を予灘

※ 綴 人 精 報 の 傑 護 に留 意

疾患関連

薪規分 子マ １カ■

新規 酬 Ａチップ開発

ａ）臨 床 傭穀よリ疾 患還伝 子を

解栃 偏 定

ｂ）ゲノム研 究システムによる

網羅的畷聚

ζ）タンパク解 板システムほよる

網羅的畷費

プ ロ ジヱク Ｈ は 墓 本 プロ ジェクトで あり、 本 学 では 詳

細 な 患 者 デ ー タ に 裏 づ けさ れ た 世 界 の 最 高 水 準 であ る

４，ＯＯＯ 株 の 疾 患 細 胞 株 を 保 存 し て おり、 こ れ を 用 し＼ 疾

患 の 治 療と 予 附こ役 立 てるた め に、 疾 患 遺 伝 子 ・ タン パ

クの 解 析 を ３つ の 方 法 で 迅 速 に行 い ます。

ｉ）１ つ 目の 解析 方 法 は、 患 者 の 特 徴 の 詳 細 な 分 析

に より、 疾 患 遺 伝 子 を 絞 り込 み、 疾 患 遺 伝 子 の

解 析 ・ 同 定 を 行 い ま す。 そ の 結 果 を 研 究 に 使 用

す るだ けで なく、 患 者 本 人 にフィー ドバックして 治

療 に も反 映 することで、 さらに 詳 細 な 情 報 を 得 ら

れ る よう に な り ま す。

２）２ つ 目 の 解 析 方 法 は、
ゲノム 研 究 シス テムに よる

網 羅 的 研 究で す。

３）３ つ 目 の 解 析 方 法 は、 タン パク解 析シス テム によ

る 網 羅 的 研 究 です。

こ れら３ つ の 解 析 方 法 による 研 究 成 果 を もと に 超 早 期

診 断 ・予 防 ・ 根 治 を 可 能 に する 医 療 技 術 の 開 発 を 行し＼

逐次 そ の 情 報 を Ｃ玉Ｍ（統 合 医 科 学 情 報 基 盤） に施 えてい

き ま す。

！
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解 祈 。 同 遣

本 プロ ジェクトの 鳥 標 は “個 人 の 遺 伝

㌻㍗ 繍鞭 確
ヂ 讐 亀 簸１匁鋒≡

本 研 究 で は、 心 血 管 疾 患 を 中 心とする 疾 患 に 関 する 包 験 を 生 か し、 本 研 究フ ロジェクトの 成 果 を 臨 床 へ 効 率よく

括 的 遺 伝 子 細 胞 研 究 を行 へ 碍ら れた 膨 大 な 情 報を デ ー フィー ドバ ックす る システ ム を 構 築 しま す。 ま た、 遺 伝 解

衰 べ一 ス 化して九疾 患 の成 因を 体 系 化 し、包 括 的 に 解 明し、 析 終 了 後 は、 そ の 結 果 を 閾 示 し、 遺 伝 カウン セリ ングを

診 断、 治 療、 予 防 に 役立 てます。 臨 床遺 伝 学 の 知 識ど経 行 い 豪す。
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騒 服 酬 Ｍ＄における研 究麗人材育成

蛍光１鞭伽 ｛巾 棚 流 胸η（頁至洲 法によるゲノム解析 多色 冊 旧こよる染色体転座の検出

ファイ バ ー Ｆ玉Ｓ月 による精 細な ゲノム 解 析

先天性心腕管疾患綻 赫 掲

大擬模ゲノム変化の解析

染 色 体 嚢 常 を は じめ とす る 大 綿 模 な ゲノムー不 均 衡 は、

さま ざ ま な一先 天 性 異．常 を も た ら しま す。 兜 天 依 心≡脈 鴛 疾

患 （ｃｏ 昭ｅ百畑 １ｃ鮒 伽 ｙ 猟１毛舶ｒｄｉｓｅ鑓ｅｓ，
ＣＣＶＤ） に つ い

ても
、

大 繍 模 な ゲノムイく均 衡 （染 亀 体 転 座
、

染 色 体 微 細

欠 矢、
璽 湊 など） が 原１蟻となることが 知 られて い ます が

、

そσ 斤 繕 な 出 現 頻 度 につ いて は まだ 明 らか で は あ吾戊 せ

ん。 本 イ ン ス ティ テ ユ ー ト に１は、 ウ ィリ ア ム ズ 症 候 群 な ら

び に ２ 的 至至．２ 欠 失 症 候 群 を 申 心 に、 多 数 σ）疾 書 患 畜 出

来 の 樹 立 細 胞 １ＤＮＡ が 保 驚 き れ て い ま す。

そこで ＣＣＶＤ に 関 する遺 伝 診 断の 第 … 段 階として、 詳

細 に 祭 色 体 解 析 を実 総 します、、 凄 雑 な 染 む 体 蒋 配列 に」）

い ては、 多 色 蛍 光圭舳 伽 ｈ巾ｒ熾ｚ轟芝め竈（Ｍ 羽 洲） 法を 応

月／しま す。 萬 配 列 部 位 が 特定 で きたら、 そ の 領域 の ＤＮＡ

ク ｏ 一 ン を 鳩 い た 詳 細 な 位 置 決 め （附 洲 ｏｒ主８１ｃ王ｏ獺１鵯）

を おこな い、
剤 壬逢 伝 子１ゲノム 領 域を 絞り込 みま す。 シー

クエ ン シ ング 法 で は 困 難 な 大 頬 模 ゲノム 変 化 （ゲノム 重

複 や 欠 失） ０）検 凶 を 呵 能 に す る 技 法 で ある ファ イ バ ー

冒玉閉 法 も 応 用 しま す亡、 こ の よう な 人 溺 模 ゲノ ム 変 化 に は、

し ば し ば 反 復 配 列 が 介 存 す る 特 殊 な ゲノム 構 造 を とも

な ・」） て い ま す
。

たと１え ば 至一ｃ貴（／｛ｗ ｃ岬 ザｅｐ漱） は とトゲノ ム 刺こ繋

奮に 伝 存１し豪す が、 こ１の し眠 の穣 渡 が 廠 い ゲノム 頒 瑚、ま

牢 殖 細 胞 で０）不 等 交 叉 な どを 通 して 欠 失、
箪 複を 宇

、
じや

す い と１考 え ら れ て い ま す
。 ７ 番 染 色 体 （恥 ゼ、２３） や

２２ 番 染 色 体 （２２ψ 至，２） な ど が そ の 例 で す。 従 って ゲノ

ム １ｌ¢ 移 数 の Ｌｃ殺 領 域 に つ い て も 鱗 析 す るこ二とは、 原 塗／

が 特 定 きれて い な い 兜 天 異 常 に お ける ゲソ ム 嚢常 を 発 見

す る口丁能 性 が あ りま す。 こ れ は 兜 天 性 心≡脈 管 疾一患、の み な

らず、 他 の 遼 伝 病 の 漂 肘究 明 に 街 効 な 憶 搬 を もたらすと

弩え て い ま す。
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脇ｃ マイク９アレイ馨溺い徒心寄彫欝壷

弾う幾栗牲療患⑳嚢翼解餅

心 血 管 奇 形 等 を 伴 う先 天 性 疾 患 は 多 数 知 ら れて い ま

す。 申 で も、 ウィリ ア ム ズ 症 候 群 や デン ジョ ー ジ 症 候 欝 は

関 遠 す る 染色 体 領 域 が 特 定 されて おり、 一 部 の 症 状 に 対

応 す る 遺 伝一子 も 同 定 さ れ て い ま す。 し か し九 全 く 未 解 明

の 心 疾 患 も多くあります。 い ず れもケソム 特 定 領 域 の 欠 失

や 増 福 に 起 因 す るもの が 多 いと 考 えられる た め、 最 近 の

ＤＮＡ マイクｏア レイ 技 術 を閉 いて 網 羅 的な 解 析 を 行うこ１

と が 有 効 と：思 わ れ ま す。

慶 磨 グル ー プは 王９９４ 年にヒト 眺Ｃ ライブラリー を 構

築 し
、

そ れ ら を 活 榊 して ヒ ト ２２ 番、 ２至 番、 ８ 番 染 色 体

な ど の ゲ ノ ム Ｄ洲Ａ シ ー ケ ン シ ン グ を 擬 進 し て き ま し た。

２００４ 年、 ヒ ト ゲ ノ ム 解 読 の 成 築 を ま と： め た デ ー タ

馳ｉ／ｄ３５ の 公 闘 と 同 時 に、 慶 魔 グ ル ー プ は ＢＡＣ ク ロ ー ン

の シ ス テ マ テ ィッ ク な 整 列 化 を 開 始 し、 現 在 ま で に、 ビ ト

ゲソ ム を 均 等 に カ バ ー す る ア
，

ｍ Ｏ 偏０）ＢＡＣ一ク ロ ー ン ＤＮＡ

を 整 列 化 し た ７．双一眺 Ｃ マ イ ク ｏ ア レ イ を 作 製 しま した。

本 餅 究 で は、 こ の ７．双一ＢＡＣ マ イ ク ロ ア レイ を 用 い て、

束京 女 子 医 科 大 学 に 裸 存さ れて いる 心 奇 形 等 を 伴う先 天

性 疾 患 患 蕎 由来 の糸醐包株 を 対 象 に、
ゲソ ム ＤＮＡ 断 片 の

増 減 に 関す る網 羅 的 検 索 を 行 いま す。 特 に、 既 知 の 疾 患

原 因 遺 伝 子 や、 候 補 遺 伝 子 に 関 する 変 異、探 索 で は 変 異

が 嵐 い だ さ れ な か っ た 細 胞 株 に 対 して、 ７、爪一眺 Ｃ マ イ ク

ロア レイ を閉 い た ＣＧ犯 解 析 を 行し＼ ケソ ム の 欠 失 や 増

幅 を 検 出 し、 そ の 領 域 に 含 ま れる 遺 伝 戸を 同 定 しま す。

きらに 解 析 を 進 めて、 最 終 的 には 新 規の 心 疾 患 原 因 遺 伝

戸を１膏ｊ定 しま す。

図 １ ７．７Ｋ－ＢＡＣマ イク りア レイ１７，７００個 の 跳Ｃ一クｏ 一 ンＤ飛Ａを一一枚 の スラ イ ドグラ ス 上 に

３カ 所 ず つ ス ポッ トして ある。

磁薦

図 ２ データ解析 の」例

３
，
ｌＲＥｌｌＭＳに 繊する 獄 彩 人 絃 奮 威 フロ ジェク Ｈ －２（つづ 窪）
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騒 臓 印 ＭＳにお ける硯：究邊人 材 育 成

曲プ 饒 ジヱク ド ー３

プＱテ才ミクス技術胆よる

疾愚陳鰯解明へのアプＱ一チ

ゲソ ム 解 析 や 遺 伝 子 診 断 で は、 タ ンパク の 設言十情 報 が

拙 握 でき塞 す が
、 実 際 の 生 物 活 性 を 発 現 する 遜 程 の 多く

で は、 タ ン パ ク が 変 化 を 受 け ま す。 タ ン パ ク の 翻 訳 後 の

切 断、 リ ン酸 化、 複 合 体 形 成 等 の 例 は 多 数 知 られ て いま

す。 従 っ て、 実 際 の 発 現 産 物 を 解 析 す る こ と に よ り、 は

じめ て病 態 を 把 握 できる 場 合も 少 なくありませ ん。 近 年 プ

ロ テオミクス 技術 は飛 躍 的に 進 歩 し、 疾 患の 原 因 解萌 に、

この ような狽 晒 をも 加 妹 できる の で、 幅 広く応 用 さ れるよ

う に な っ て き て い ま す。 そ こ で、 本 プ ロ ジェ ク ト で は、 タ

ンパ ク解 析 シ ステム により、 網 羅 的 に 疾 患 漂 因 解 明 が で

き な い か、 及 び
、 疾 患 関 与遺 伝 子 の 発 病メカ ニ ズム を解

明で きな い か の 二 方 向 で検 討 して い塞 す。

本 プロ ジェクトの 保 有 する 患 者 様 由 来 の 不 死 化 細 胞 株

は、 冊 ウ イ ル ス を 用 い た Ｂリ ン パ 球 で、 ゲソ ム ＤＮＡ の

供 給 源 として 作 ら れて い ま す。 しか しな がら、 免 疫 系 の

発 現 解 析 や 細 砲 に エネ ル ギ ーを 供絵 するミトコンドリア の

解 析 に利 用 でき な い か 検 討 申で す。

他 方、服 部 グル ー プ （東 大 医 科 研、眠Ｅ亙亙ＭＳ 参 腕） で は、

今ま で、 細 泡 内シ グナ ル 伝 達 系 の 研 究 から 疾 患 の 原 因 に

追 る べく 研 究 を 行 っ て き て い ま す。 ヒト ゲノ ム に は ５玉８ の

タ ン パク 質リン 酸 化 酵 素 （キ ナー ゼ） が 存 在 し、 す で に

至ＯＯ を 越 える キ ナー ゼ の 疾 患 へ の 関 与 が 示され、 こ の数

は 現 在 も 増 加 して い ま す。 ま た 抗 が ん 剤 と し て イ レ ッ サ、

グリベック等 の キナ ー ゼ を 標 的とした 医 薬 晶も上 市され て

お り ま す。 従 っ て、 細 胞 の リ ン 酸 化 を モ ニ タ ー し、 疾 患

に関 連 するタ ンパク質リン 酸 化 を解 析 すること１は 重要 な課

題 と 考 え て お りま す。

服 部 グ ル ー プは、 ２００４ 年 にリン 酸 化 タン パク 質 精 製

を 組 み 合 わ せ た ２ 次 元ゲ ル 電 気 泳 動 法 により細 飽 内リン

酸 化 パタ ー ン を解 板 するシ ステム を 撞 界に 先 駆 けて 開 発

し、 汽ｅＬａ 細 胞 に お け る ｐ３８ ＭＡＰ キ ナ ー ゼ 基 質 の 網 羅

的 解 析 を 行 い ま し た が、 この 研 究 は 高 い 評 価 を 受 け、

如湿ｍａ１ｏｆＢｉｏ１ｏｇｉｃａ１Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ 誌 の 表 紙 と して 採 用 さ れ

ま し た （図 亘）。

こ の シ ス テ ム を 応 用 し、 細 胞 の 増 殖 を コ ン トロ ー ル し、

そ の 真 常 が 発 が んと１密 接 に 関 与 する キ ナー ゼ ＥＲＫ につ

いて そ の 基 質 の 網 羅 的 検 索 を 行 ったとこ１ろ
、

環 在ま で に

３０ を 越 える 基 質 候 補タ ンパ ク質 が 決 定 で き
、 約 半 数 が

蹴知 の ＥＲＫ 基 質 で、 同定 効 率 の 良 い システムで あるこど

を 示して いま す。 さらに残りの 新 規 基 質 につ いてリン 駿 化

の 李
、
理 的 意 義 を 研 究 して い ま す。

プロ テ オミクス 技 術 は、 また、 転 写 因 子 複 含体 などタ

ンパ ク質 複 含 体 成 分 の 同 定 に も極 めて 有 効 で す。 染 色 体

２２ 蕃 欠 失 症 候 欝 の 原 因 遺 伝 子として 示 唆さ れる 遺 伝 子

群 に は、 転 写 因 子遺 伝 子 が 数 多く含ま れ、 こ れら 転写 因

子 を 調 節 する 困 子 もまた 発 症 に 関 与す る 概 能 性 が 高 いと１

考 えら れま す。 こうした 転 写 困 子 複 合 体 を 免 疫 沈 降 法 で

回 奴 し、 複 合 体 構 成 成 分 を 質 量 分 析 器 で 網 羅 的 に 解 析

すること１により、 あら たな 疾 患 関 連 遺 伝 子 を 同 定 すること

が で き ま す（図 ２）。こ の 点 に つ い て も 研 究 を 進 め て い ま す。

挑

３、 帰蔓１榊Ｓに 淑ラる 研 究・人 稼 竃 成 プロ ジェク ト１－３
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プ ｏジェクト ２ ～ ５ では、 基 本 プ ロジェ 外 で あるプ ロジヱクト１ の 威 果 を 用 い、 疾 患 に 関 連した 新 しい 分

子 マー カー や ＤＮＡ チップを 闘 発 する び：により、 がん、 心 疾 患、 脳 血 管 疾 患 等 の 成 園 解 弱と：、 個 人 の 遺 伝 子

繕 報ど臨 床 デ ータを 禰 い るこどにより、 発 病 前 に、 将 来の 疾患 の 発 病 を 予瀬ザ 予 防す るごどに 役立 て豪す。

騒 プ 歎 外逮 湊 患 鰯趨 桑 翻 譲 麟遼 爾 簾 熔 戴鶏、 繊 祭嫁潔 一 潔 潔銭⑱ 糠 麓 機 畿 濠 滋慧鰯 舷 慧擬 養 虜 漆

鱒鰯幾濠繁鰯華蜜磁 熟 濠 戴。
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繭像 診断法の橋慶⑳向上を慶掲す醐窺

環 存、 疾 患 の 形 態 学 的 診 紙 法 に は、 Ｘ 線 ＣＴ， ＭＲＩ 等

の 検
．
査法 が 国 常 的 に用 いら れて います。 形 態 の 異 常 を 検

査 す る 方 法と１液 ん で、 病 変 の 生 化 学 的、 ま た は 生
、
理 学 的

変 化 か ら、 病 態 を 正
、
しく 検 査 す る 方 法 ど し て、

機 能 的

Ｍ没王 （ 舳 ＲＩ） や Ｐ 肌 （Ｐｏｓｉ帥 ηｅ洲ｓｓｉｏ湾 ＣＴ） 等 が 広 く

用 い ら れ る よう に も な っ て き て い ま す。

本プ ロ ジェクトでは、 こ れらの 分 子イメ ー ジング 検 斎 法

の 精 度 を 向 上 するため、 超 音 波 検 査 法、 レ ーザ ー 検 査 法

も含 め、 臨 床 的 診 断 価 値を 高 める ため の 薬 剤 の 開 発 研 究

を 推 進 し ま す。

◎榊 湘 畦 溺いた超軍期診鰯と診麟闘治療

⑳ためのシステム闘発

疾 憲 の 函 像 診 蛎 による 超 早 期 診 断 の ため に は、 様々 な

生
、
理 的 ■ヒ学 的 指 標 を 用 い た 機 能 箇 像 の 取 得 が 有 効 で

す。 単 純 Ｘ 線 透 視 や Ｘ 線 ＣＴ に 始 ま二）た 幽 像 診 断 は、

ＭＲ至・Ｐ肝 と１い った 高 機 能 函 像 診 断技 術 の 登 場 によりさ

らに 精 綴 で機 能 的 な 診 断 を 可 能に しました。

近一年 ＣＴ・ Ｍ股 装 置 は 広 範 に 普 及 し、 ま た そ の 技 術 的

進 歩 は 籏 覚しいも の がありま す。 ＭＲ を崩 い て Ｐ肌 様 函

像 を 得る 方 法として 近 年、 分 子 拡 散 を 画 像 化 す る拡 散 強

鰯 画 像 （Ｄ１冊ｓｉ㎝ Ｗ 暁ｈｔｅｄ五ｍａｇｌ㎎，
ＤＷＩ） が 注 目 き

れ て いま す。 拡 散 強 調 函 像 は、 超 急 性 期 の 脳 梗 塞 の 診

断 などで 申 枢 神 経 系 で は日 常 化 して います が、 胸 腹 部 で

は 体 動 １ 締 や 暢 欝 の ガス などの 織題 があり九 申 枢 神 経 系

に対 する ほどは 普 及 して い ない のが 現 状 です。

し か し、 ＭＲＩ は 普 及 台 数 。 費 用 １ 被 曝 の 点 で Ｐ 肛 よ

り街 利 で あり
、

全身 診 断 に お ける 有 用 性 がより 確 立 され

れ ば
、

簡 便で 確 実 な 鳥 度 超 早期 診 断 法として、 医 療 経 済

を 含 めて 大 きな 進 歩となりうる でしょう。

我 々 は こ れ ま で． 中 磁 場 永 久 磁 石 型 Ｍ疑互 （ＡＩ融Ｓ夏王、

口 立メデンコ 社製） を 季 術 室 に 導 入し、 林沖 Ｍ融 のリア

ルタイム で、 高 繍位 な 繭 像 を 基 にした、精 密 誘 導 手 術 を 実

現 す る た め の 技 術。機 器 開 発 を 行 っ て き ま し た。 特 に
、

撮

像 プロトコル の 最 適 化と１新 開 発コイル に より童 界 で 始め て

申 磁 場 術 申 ＭＲＩによる 拡 散 強 調 函 像・機 能 ＭＲ玉（舳Ｒ玉）

の 撮 像に 成 功 し、 正 確 菅 臼 室 神 経 線 纏 の 幽
’
像 化と１機 能 ナ

ビ ゲ ー ショ ン の 実 現 を 栗 た して い ま し た。 本 プ ロ ジェ ク ト

で は
、 昨 今 の 全 身 拡 散 強 調 函 像 の 二 一 ズと１我 々 がこ１れま

で に 獲 得 した 技休１シー ズ の もと１に、 全 身 拡 散 強 調■函 像 撮

像 法 の 開発 に つ いて 研 究 闘 発 を行 っておりま す。

璽 三 余身 ボ ディ」コイ ル システ ムを 添 い た 超 甲 鵜 診 漸と 診断員１総 療

」曳１２ 術 申 Ｍ 鮒こよる 鐙 体 脇ナ ビゲ ー ション

あ⑪

３．１腿 ㈱ Ｓに 淑 鳩 石葺究・人 樹 鳶 成 プＯ ジェクト２
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騒 旧目１ＭＳにおける研究・人材育成

曲プ 饒 ジヱ クト３ パ

新しい治療法の闘発と臓 器機能の回復を

目指す再生医療に関する研究

疾 患 の 症 状 が 進 行 する 前に、 病 態 に つ いて 遺 伝 子 レベ

ル を 含 め、 詳 細 に 把 握し、 浸襲 の少 な い 方 法 で治 療を 行

い
、

疾 患 の 根 治 率 を 高 める 研 突 は
、

統 含 医 科 学 の 重 要

な 課 題 の…一つ で あ り ま す。 本 プ ロ ジェ クト は
、

心 筋 梗 塞
．

心 不 全
、

心 筋 症 なと１の 病 気に 対 して、 幹 繍 胞 を秀 胴 する

新 た な 治 療 方 法 を閣 発 して 臓 器 機 能 の 修 復、 回 復 を め ざ

すことを 部勺として おりま す。

具 体 的 に は、 以 下 の ２ つ の 方 法 を 申 心 に 進 め て おり

ま す
。

」 つ は、 心 臓 に ある 幹 細 胞 を 利 用 する 方 法 で あり、 こ

れ を 生
、
体 内 に 移 植 す ると 心 筋 細 胞 に 分 化 して、 心 筋 の 機

能 をもつ ことが、 米 国 の 研 究 者 たちによって 報告 されて お

り ま す （Ｃｅｌ１，！！４，７６３一η ６．２００３）。 心 筋 の 幹 細 砲 は

Ｃ一鮒 ｐＯＳｉｔｉＶｅＣｅ１１ を 分 離 して 得 ま す。 こ れ ら の 細 胞 は 分

化 誘 導 を 起 こさ せる 培 養 液 に 入 れ ると 心 筋 に 分 化 す るこ

と が わ か って いま す。 幹 細 砲 あ るい は、 ある 程 度 心 筋 細

胞 に 分 化 さ せ た 心 筋 前 雛 細 胞 （ｐｒｏｇｅη１ｔｏｒｃｅ／ｌ） を、 予 め

左 遣動 脈 飾 下 行 枝 を 閉 塞して 作 成 した 心 筋 梗 塞 モ デル の

心 筋梗 塞 巣 およ びそ の 境 界 領 螂こ移 植 します。 動 物 を 生

存 さ せ、 移 植 後、 亘Ｏ 日、 ２０ 日 目 に そ れ ぞ れ 心 機 能 評 価

施 行 後 に 動 物 を 犠 牲 死さ せ、 移 植 部 位 の 絹 織 学 約 検 討

を 行 い ま す。 心 機 錐 検 査 と し

もう」 つ は、 比 較 的 採 取 が 容 易 な骨 髄 細 胞 に、 遺 伝 子

導入 な どの 分 子 生 物 学 的 手 法 を用 い て心 筋 細 胞 に 分 化で

きる ような 細 胞 系 を 移 植 する 方 法 の 開 発 で す。 既に Ａｋｔ

遺 伝 子 を 培養 骨 髄 闘 質 細 胞 に 導 入 することで 心 筋 の 再 生

が 可 能 で あっ たとの 報 告 が、 米 国 の 研 究 者 たち によ って

さ れ て お りま す （Ｎａｔｕｒｅ Ｍｅｄｉ 伽ｅ ９：〕 ９５－１２０且，２００３）。

上 記と同 様 な 評 価 を 行 へ 有 効 な 移 植 材 料 と移 植 方 法一を

確立 していくことを めざ します。

以 上 の 方 法 は、 独 立 した もの で は なく、 絹 補 する もの

で あると 考 えら れま す。 心 臓 の 幹細 胞 の 移 植 の 研 究 にお

いて 得られる、 心 筋 細 胞 へ の 分 化 に 関す る分 子 の 情 鞭 は、

より効 果 的な 骨 髄 綱 胞 の 利 用 を 可 能 に する も の で あり、

我々 独 藏 の 方 法 の 確 立 も 町 能 に するも の であり塞 す。 す

な わ ち、 現 在 は、 心 筋 細 胞 分 化 誘 導 お よ び 心 筋 細 胞 の

遊 走 に関 与 して いる ＣＡＴＡ追 遺 伝 子 を 培 養 骨 髄 細 胞 に導

入 する こと を 行っ て おります が
、 幹 細 胞 から 心 筋 細 胞 へ

の 分 化に 関 する 分 子 を、 我 々 が 侮す る分 子 生 物 学 的 手 浅

に よ り、 さ ら に 解 析 す る こ と に よ っ て、 よ り 効 果 が あ る 遺

伝 子 導 入 が 可 能 であ ると期 待さ れ ます。 塞 たこれ らの 最

終 目 標 は、 臨 床 応 用 で あり、 症 状 が 進 行 する 前 の 診 断ど

治 療 を可 能とし、 将 来 心 移 植 に 変 わる 新 た な 治 療 法 を闘

発す る研 究 の 第 」 歩となる もので す。

て は九 心 超 音 波 検 査 を 行し＼

絶 織 学 約 検 査 として は、 移 植

さ れ た 細 胞 が 心 筋 型ミ オ シ ン

重 鎖 や 心 筋 型 アクチ ン 等 心 筋

特 異 的 な タン パ クを 発 現 して

い る か を 検 討 して、 心 筋 へ の

分 化 を 確 認 し
、 臓 器 回 復 の 評

偲 を 行 い ます。 こうした 評 価 を

もと に、 有 効 な 移 植 材 料と 移

殖 方 法 を 確 立 して いくこと１を め

ざ しま す。

班

＼
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舘プ 饒 ジ 笈 ク トｓ － ２

高分子ミセルによる抗がん剤の 籔

タ ー ゲ ティン グ
織

癌 の 治 療 を 昌 的とする 癌 組 織 に制 癌 剤 を 特 異 的 に取 り

込ま せ るター ゲティング 技 術 を 用 いて、 局 所 治 療 の 効 果

を 高め る研 究 は、 そ の 一 つ の テ ー マ です。 特 殊 の ポリ マ

ー を 用 い て、 微 粒 子 （ミセ ル） を 作 製 し、 そ の 申 に 制 癌

剤 を 人 れ て 癌 の 筒 所 に 集 中 させ る 研 究 を 進 めて い ま す。

さらに 放 射 線 感 受 性 を 高 める 薬 剤 を 組 み 入 れること等 も

検 討 して い ま す。 この ような 治 療 効 果 を 増 強 する 研 究 を

手 術 中 の 局 所 治 療 に 応 用 し、 癌 の 局 所 の レ ー ザー 治 療

や 超 音 波 治 療 法 の 属 所 治 療 効 果 増 強 の 研 究 を 進 めて い

ま す
。

」 方、 現 在 の 外 科 的 また は 放 射 線

学 的 治 療 法 で は 疾 患 を 制 御 しても、

そ の 後 に 起 こる 臓 器 機 能 の 障 害 に 対

に ベ ン ジ ル エ ス テ ル を ７０ ｍｏ１％ 導 入 し た ブ ロッ クコ ポ リ

マ ー を用 いて。 抗 が ん 活 性 物 質 を マウス 固 形 が んにタ ー

ゲ ティングす ること を目 指 して いま す。 皮 下 に Ｃ２６ が ん

を 移 殖 した マウ ス の 静 脈 内 に 注 入 し、 ２４ 時 間 後 の 体 内

分 布 を 測 定 し
、 従 来 型 の エ マ ル ション 投 与 と比 較 しま し

た。 図 ２ に 示 す よ う に 心 臓、 肺、 脾 臓、 肝 臓、 腎 臓、

Ｃ２６ 固 形 が んで の 分 布 量を 比 較 すると、 ミ セル で の 投 与

で荷 意 に 分 布 量 が 多 い の は 腎 臓と Ｃ２６ 固 形 が んであり、

特 に、 Ｃ２６ 固 形 が んで はミ セ ル は 従 来 法 の ６ 倍 の 量 が

分 布 して いま した。 以 上 より、 カン プトテ シン の 厨 形 が ん

へ のター ゲ ティングが 達 成さ れました

１ラナ㍗

１
．
２

／ 重 Ｏ・８

！ ０
－
２

［三ヨ：ＣＰＴ従来投与法

鰯：ミセ ル 封 入ＣＰ７

（ＣＰＴ ５０ 峠ｇ／マ ウ ス）

／
／ ５４

＼ ㌔、
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騒 １Ｒ目１ＭＳにおける研 究・人 材 育 成

辞プ 簑 ジヱク ト峰

遺伝子解析診断法の研究

疾 患 の 遺 伝 子 解 根、 タン パク解 析 等 の研 究を 基 盤 に し

て、
疾 患 の ＤＮＡ チップ の 闘 発 等、 疾患 の 発 症 前 診 断 に

役 立 つ よう な 検 査 法 を 産 学 協 同 の 研 究 で進 める プロ ジェ

クト で す。

プロ ジェク Ｈ の 研 究 は、 眠亘玉ＩＭＳ で の 研 究 成 果 を 実

用 化 す ることで、 核 酸、 抗 体 を 用 い た 新 たな 検査 法 の 開

発 を す るこ と で す。

そ れで は そ の 背 景 に つ い て 少 し説 明しま す。 こ れま で

遺 伝 病 は 特 定 の 家 系 に の み 発 症 す るど考 え られ

た ４，ＯＯＯ 株 の リ ン パ 球 に つ い て 還 伝 子 解 析 を お こ な っ て、

そ の 解 析 結 果 か らマ イクロ ア レイ （Ｄ Ｎ Ａ チッ プ） を 作

成 し、 疾、患 遺 伝 子 を 簡 便 か つ スピ ー ディに 解 析 す ること

を 冒 的とします。

単 一ヌクレチオ ド解 析一 再 塩基 配夢■ｊ解 読

Ａ
著 窺 墓 毎 に為穫 類 の 塩 墓 を読 む ため に酉ヨ霞 さ

童 れた４つ の プロー ブを 麗 いたＳ漏Ｐアツセイ

１１
ヨ；晦１愉

ｃ 泌 燃 蟻蓬 繍 狐γ 織董笈 擦 傑

本 プり ジェクトは、 新しい 予 防 法 の 闘 発として 解 析 した

ゲノム デ ータを 周 い た突 然 死 に至 る 遺 伝 性 不 整 脈、 心 筋

症 など の ＤＮ Ａチッ プ 開 発 による 超 早 期 疾 患 診 断１ 発疲

前 診 断 ・ 予 防 シス テム の 構築 を 行 いま す。

当 面、 小 児 の 集 圃 検 診 等 に 利 用 す る こと を 冒 標 に

４
，
ＯＯＯ株 のリン パ 球 の 中 から 不 整 脈 の 疾 患 遺 伝 子 に 関 す

る Ｄ Ｎ Ａ 配 列 の 解 析 を 行 っ て い ま す。

て い 塞 した が、 現 在 で は 生 活 習 慣 病 （高 血 圧，

虚 血 心 疾 患、 動 脈 硬 化、 糖 尿 病） や ア レル ギ ー

疾 患
、 悪 性 腫 瘍、 精 神 疾 患、 感 染 症 に 対 する 抵

抗 性 など
、 今まで 後 天 性 疾患 として 扱 わ れて きた

疾 患 の 多くが 分 子 遺 伝 学 の 進 歩 により、
先 天 性 ま

たは 遺 伝 性 であ ることが 証 明 され るように なっ て

き て い ま す。 こ の よう に 遺 伝 子 は、 医 療 や 健 康 の

あらゆ る 悶 題 に 関 与 する こと が 明 らか とな って き

ま し た
。

本 プロ ジェクトで は、 本 大 学 の 研 究 室で 長 年 集

積 され た 貴 重 か つ 膨 大 な 鶴 床 情 報と 基 礎 研 究 の

情 報 を もと に、 ＥＢ ウ イ ル ス で トラ ン ス フォ ー ム し

鈷

３．；維引ＭＳに おける 概 究・人 樹 奮 成 プＯ ジェクト ４
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騒 １Ｒ目１ＭＳにお ける研 究。人 材 育 成

撞プ 饒 ジ笠ク ト尊

伝統医療の活馬と統含医科学

日 本 は
、

世 界 的に もま れ な 長 い 統 含 医 療 の 歴 史を もっ

て いま す。 す でに 江 戸 時 代 の 申 頃 に は漢 方 医 学と１西 洋 医

学 （主 にオラ ンダ 系 医 学） と の 磁 含 で 大き な 成 果を 挙 げ

て い ました。 たとえ ば華 岡 青 州 は 泄界 で 初 の 全 身 麻 醐 こ

よる 乳 癌 の 摘 出 手 術 を 成 功 させ まし た。 彼 の 使 用 した 手

術 器具 は 西洋 か らのもの であり麻 酔 薬 は 漢 方 薬で した。

明 治 時 代 に は いち 早く西 洋 医 学 の 課 目 の み による 医 師

国 家 試 験 制 度 を 発 足さ せ
、 漢 方 を 行 なう場 合 にも西 洋 医

師 免 許 の 取 得 を 義 務 付 けま した。 日 本 の ように 獲 帥 の 判

断で 伝 統 医 学ど茜 洋 医学 の 両 方 の 治 療 を 選択 出 来る のは

ア ジ ア 諸 国 の 中 で は ま れ な 制 度 で す。 （Ｆｉｇ．至） 現 在、 日

本 の 鶴 床 医 の ７０％近くが 漢 方 薬 を 含 め伝 統 的 医 療 を 日

常 臨 床 に 応 用 して お り、 学 会 が 認 定 する 漢 方 専 門 医 も

７，ＯＯＯ 人 に 達 し て い ま す。 漢 方 薬 の ９０ ％ 以 ヒが 西 洋 薬

を 併 用 し、 両 者 は 補 完 す る 関 係 と な っ て い ま す。 こ の 他
、

漢 方 医 学 に は 漢 方 薬 だ け でなく未 病 のうち に 生 活 箔 導 し

て 発 病 を 防 ぐど いう優 れ た 考 え方と１ノ ウ ハウ が ありま す。

（Ｆ１ｇ．２） 現 在。 伝 統 医 学 教 育 は 獲 科 大 学 では 必 修 とな っ

て い ま す。

冒 本 の 医 療 は、 伝 統 医 療 と 現 代 医 学 が 統 合 する こと

に よ り、 より 優 れ た 治 療 学 を 確 立 す る こと が 可 能 で

あ る こと を 示 し た 貴 重 な 例 で す。 今 後 も 民 問 療 法
、

代 替 ・ 梢 補 窪 療 （Ｃｏｍｐ１ｅｍ ㎝ｔ蹴ｙ ａｎｄ Ａ１廠 ｎａｔｉｖｅ

Ｍ 納 伽ｅ：ＣＡＭ） さらに は 先 端 獲 療も 安 全 性 と街 効 性 を

確 認 さ れ れ ば 現 代 医療 に包 括さ れ、 さらに 発 展 で きる 柔

軟 性 を もつ 医療 モ デ ル です。 これこ そ 長 寿 国 で ある 日 本

の 医 療 の 特 徴どして 世 界に 発 信 す べきも ので す。

東 京 女 子 医 科 大 学 の 眠ＥＩ亙ＭＳ の 昌 的 の 一 つに ＣＡＭ を

科 学 的、 臨 床 的に 評 俺 するシス テム の 構 築 を 挙 げて いま

す。 特 に疾 病 の 予防 から 未 病 の治 療に 重 点 を おき
、

幅 広

い 領 域 を 統 合 して 食 事、 生 活 指導 から治 療 薬ま でを 含 め

た 多様 な ハー ドウ エアと１ソフトウ エ アの 開 発 を 目 指 して い

ま す
。

伝統的窪療、 代警医療の科学的検証

現 在 市 場 に出 回 って いる さま ざ蒙 な 健 康 食 晶、 漠 方 薬、

栄 養 機 能 食 晶、 ま た ア ロ マ テ ラ ピ ー な ど、 伝 統 的、 雲 た

代 警 医 療 の 真 の 奮 効 性 を 科 学 的 に 正 しく評 樋 す ることを

目 的と１した 研 究 で す。

鍋

３，ｌＲ蔓１榊Ｓに 撤 禍 研 究・人 材 奮 成 ・ フＱ ジェクト ５
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鰯 睨目 ＭＳにおける醐究。人材育成

ヴ 簑 ジ笈クト鷺 りづ割

現 在 の 医 療 は、 基 本 的 に 西 洋 医 学 で 病 気 の 病 態 の 解

窮 か ら。 診 断。 治 療 が 行 わ れ て お り、 病 気 ば か り を 見 つ

めて、 患 者 の 心 の 重 要 性 は 軽 視 され が ちな 傾 向 が ありま

す。 米 国、 ヨ ー ロ ッ パ で も
、 伝 統 的、

ま た は 代 替 医 療 を

利 用 す る 人 は 多 い。 ドイ ツ、 フ ラ ンス で は 人 口 の 約 ２ 分

の 亘、 米 国 で は 且，ＯＯＱ 万 人 以 上 の 人 が。 伝 統 的、 代 替

医 療 を 利 用 して い るとい わ れ て い ます。 米 国 で は 医 科 大

学 の ６０％ で 伝 統 。 代 替 医 療 の 講 義 が 行 わ れ て お り、 ド

イ ツで は、 植 物 医 療 が 医 学 教 育 の 中 で 必 須 科 嘗 にな って

いると 伝えら れて いま す。 現 在、 健 康 食 緑 や 栄 養 食 晶 は

市 場 に 広く氾 濫 して い ま す。 し かし、 そ の 有 効 性 につ い

て 科 学 的 に 明 らか にさ れて い るも の は
、

ほと んど 無 い の

が 実 情 で す。 欧 米 でも 同 様 の 傾 向 が あり
、

した がって 米

園で は 互９９０ 年 代 から
、

伝 統 ・代 替 医 療 の 科 学 的 評 燭

を 行う研 究 が
、 ＭＨ を 申 心に 多 額 の 研 究 費 を投 じて闘 始

され て い塞 す。 伝 統 医 療 には 漢 方 薬 の ように、 歴 史 的 な

経 験 に 基 づ い て、 永 年 周 い ら れて い る 薬 剤 が ありま す。

」 方 で は 気 功 とかヨ ガ の ような 精 神 的、 ま た は 自 律 神 経

系 の 安 定 を もた らして、 健 康 増 進に 役 立 てようと１す る療 法

等、 さまざま な 治 療 法 が ありま す。 気 功 は
、

中 国 古 来 の

健 康 法 で、 姿 勢 の 矯 正 や 特 殊 な 呼 吸 法 等 により、
生 命の

エ ネ ル ギ ーで あ る 「気」 を 体 の 内 部 か ら作りあ げ、 鍛 え

て いくとするも の です が、 気と１は 何 かと１なるとき わ めて 不

明 確 で す。 本 プ ｏ ジ ェ ク ト で は、 今 ８、 日 本 で 使 用 さ れ

て い る 漢 方 薬 や 栄 養 食 晶 の 全 て を 評 価 す ること

灘 嚢 標

い わ ゆる 健 康 食 晶 など、 従 来、 代 替 医療 と箒 わ れて

き たも の の 安 全 性 と有 効 性 を 評 価 し、 さら に 遺 伝 子 。

タン パク解 析 な どの 科 学 的 手 法 に基 づ いて 効 能 を 検 証

しま す。

灘 研 聚 方 法とテー マ

テ ーマ １

サ プリメントの安 全性 と有 効 性 に関 する け 試 験

サ プリメ ントの 安 全 性ど 有 効 性 は、 断 片 的 にし か 検

討 さ れ て い ま 菅 ん。 食 経 験 の あ る も の に つ い て は
、

とトに お いて 早 急 に 科 学 的 に 検 討 す べ き です。 我 々

はオリジナ ル な 低コストの 臨 床 薬 理 試 験 プＤトコー ル

の 確 立 を め ざ して い ま す。 そ の た め に、 臼 本 で 発 達

した 伝 統 医 学 的ノウ ハ ウも 活 用 し
、

少 数 例 でも 有 意

差 の 検 定 がで きる方 法 を 検 討 してい ます。

テ …マ ２

有 効 微 生 物 の 人 体 へ の 安全 性と 効 果 の評 価

テ ーマ ３

アガリクス の 人 体 へ の 効 果 の評 価

灘 滋 及 効 累

新し い科 学 的根 拠 の ある サプリメントの 開 発

伝 統 医 療、 代 替 医 療 な ど の 科 学 的 評 価 の 確 立 と、

健 康 食 晶 関 連 産 業 の 健 全 育 成

医 療 消 費 者 及 び 医 療 関 係 者 へ の サ プリメ ントに 関 す

る 正 しい 安 全 情 報 の 発 信。

は で き ま せ ん が、 そ の 申 か ら 選 択 し て、 そ れ が

人 闘 の 健 康 を 維 持 したり
、

疾 患 の 予 防
、

治 療 に

資 献 して い る か どう か を 統 計 学 的 な 解 析 を 行 っ

て、 科 学 的に孝棄証 す ること１を 帥勺として い ま す。

そ れら の 中 から 価 値 ある 医 療 を 取りあ げることが

でき れ ば
、 健 康 増 進 に寄 与 するど考 えてい ます。

〆
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＼

＼
、㌦
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騒 眠副 榊Ｓ挺お敏る翻 究固人材育威

悪 繋 籔 葵 験

醐 醐 Ｓ は、 自発 的 健 康 鴛 理 を 支 援 玄るだ め の 環 境塗

して、 高 度 の 人 間 ドッ ク 。 診 療 １ 包 括 約 カ ウ ン セ リ ン グ の

サイクル に、 最 新 の 医 療 情 報 峠口識 の 開 示ど、 学 習 環 境

の 提 供 を 行うこ＆に よって、 人 々 の 疾 病 予 防ど生 活 全 体

の 改 善 をめ ざします。 新 しい 医 療 福 祉 稔 会 モ デ ルを 実 環

するた め に、 人々 の 生 活 環 境 全 体 を 包 み 込 敬 ように 支 援

し
、 予 防 医 学養伽 福 祉 医 学 的 な 医 療 活 動 を 総 合 的 ・包

括 的 に支 援 い 淀し豪す。
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鰯 腺目１ＭＳにおける研究竈人材育成

１続禽蟹秘学糖轟基盤（Ｃ繍１》の鰯籍ξ幻 割

こ の Ｃ工Ｍ玉 構 築 に 向 け て、 本 研 究 で は、 ま ず、 個 人 の

遺 伝 子 情 報 と臨 床 デ ー タにより、 発 病 前 に 将 来 の疾 患 を

予 測 す る 方 法 を 研 究 して い 豪 す。 壷江液 検 査、 尿 検 査、 閥

診 等 か ら 得 ら れ た 大 量 の 検 体 ・ 疫 学 デ ー タ か ら、 健 康 度、

病 気 に 罹 る 可 能 性 など をコ ンピュー タ が 予 測 します。 検

体 ・ 疫 学 項 副 こは、 肝 ・膵 。 腎 機 能 績 査
、

代 識 機 能 検 査
、

尿 一 般 検 査、 血 液 。 免 疫 学 検 査
、 腫 瘍 マ ー カ ー、 闘 診

な ど １００ 項 目 以 上 の デ ータ が 含ま れる ため に，

医 師とい えどもあらゆ る 場 合を 予 測 するこ１と１が 大

変 難 しく な っ て き て い ま す。 ま１た。 こ れ ら は 重 さ

や 濃 度 の ように 連 続 値 の も の もあ れ ば、 「十」、

「一」 のよう に離 散 値 のも のもある た めに、 連 続

債、 離 散 値 双方 を 扱 え。 健 康 度と病 気 に 罹る 可

能 性を 学 習 する 方 法 を 新 たに 考 案 すること１を 研

究 して いま す。 たとえ ば、 健 康 度 を予 灘 する半 淀

方 法 の 例 を 示 します （図 旦）。 こ のような 判 定 を

白 動 的 に 得る 方 法 を 研 究 して い ます （図２，３）。

この 方 法 が確 立 す れ ば
、

今後 大 量に デ ータ が 増

えて も 推 論 が で き る よ う に な り蒙 す
。 特 に、

… 般

的 傾 筒 か ら外 れる 特 定 患者 （稀 少 デ ータ） に つ

いて の 予 測 や 検 査 項 目 に抜 けが ある 欠 損 デ ータ

が ある 場 合でも
、 弩 能 なか ぎり学 習 すること が 珂 能に なり

ま す。 しか し、 大 量 の 検査 項 貨 からの 判 定 繕 果は 椙 当 複

雑 な 分 綬 に な る の で、 医 師 や 患 者 にと１っ て、 見 や す い 形

で 表 示 する 方 法 につ いても 研 究 して い ま す （図 ４）。 こ れ

ら が 揃 って、 医 師と 患 者 の 皆 さん が 一 緒 に な って利 用 で

きる 統 合医 科学 の清 報 基 盤 （情 報 を扱う 仕 組 み） がで き

た と二い え る で しょう。

関 ２ 健康 度と病 気 に 穫る 可 能 佳を 縫 論 する

．
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翻 胴 副 ＭＳにおける研究。人材 育威

甥 人 拷 竃 蔵 離 湾 ⇔づ蜜）

統含医稗学を案践するチーム制統合医科学育

成⊇一スの内容

疾 患 を 通 して 学 習 する テ ー マ は 主 に ４ つ に 分 類 さ れ

ま す。

チ ー ム 制 統 合 医 科 学 コ ー ス は 臨 床 医 師・ 看 護 師・ 薬

剤 鋤 な どの１渠 療 関 係 者、 医 科 学 研 究 者、 及 び 他 分 野 の

統 合 医 科 学 に 興 味 あ る 人 を 対 象 に、 Ｃｙｂｅｒ玉漁 ｇ漱ｅｄ

Ｍｅｄ１ｃａ１玉ｎｆｒ昼ｓ 舳 ｃ士ｕｒｅ （Ｃ亙Ｍ玉、 統 含 医 科 学 情 報 基 盤）

シス テム を禾 岬 した テユー トリア ル 学 習 か ら成り 立って い

ます。 ＣＩＭ シス テムに は 毎 回 工 症 例 の 簡 単な 病 歴、 経

時 的 血 液 検 査 デー タが 提 示さ れ
、 受 講 者 は テユータ の ア

ドバイ スを 参 考 にして 疾 患 の 原 因、 病 態
、 治 療 法 に つ き

問 題 点 を 自ら 提 起 し、 さらに そ の 解 決 法 を考 え、 統 合 医

科学 を 習 得 しま す。

（１） 炎 天 性 疾 患 の 疫 学、 発 現 機 序、 病 態、 カ ウ ン セ リ

ングを 含 めた 対 処 法 につ いての 理 解と応 周

（２） 悪 性 纏 瘍 の 疫 学、 発 生 機 序、 病 態、 早 期 診 断 に

有 用 な 検 査 法。 治 療 法、 生 活 掲 導 の 重 要 性 につ

い ての 躍 解ど応 用

（３） 生 活 習 慣 病と 全 身 疾 患 発 症との 関 連 性と１予 防 の た

め の 生 活 指 導 の重 要 性に つ いて の 理 解と１応 用

（４） 伝 統 医 療。 代 替 医 療 の 有 踊 性と 危 険 性 に つ いて の

理 解と１応用 ： 科 学 的実 証性 の 検 討

毎 回、 自 分 で 見 つ けた そ の症 例に 関 する テ ーマ に つ い

ては 最 新 のデ ー タを 検 索 し、 ラウンドテー ブ ル ディスカッ

ショ ン で 発 表 を 行 い ま す。 症 例 に より、 そ の 疾 患 の 専 稲

家も 交えて 駿討 しま す。
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３，１陥；ｌＭＳにお ける研 究・人 材 竃 成 ・ 人 材 奮 成 部 門 （つ づき）
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